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　2011年度に協賛企業（賛助会員企業）の支援を
受けて、大学院生が主体となって研究を遂行する「協
賛金による若手研究者育成事業　共同プロジェク
ト」がスタートした。2014年度からは、「大学院
生研究助成」を行うことがその主要な事業となり、
大妻女子大学大学院の教育・研究の高度化、活性化
を目指し、さらには次世代の後継者育成を目指して

いる。賛助会員の協賛金による助成をうけた毎年
50人以上の大学院生は、自らの研究計画を立案し、
これを全学の大学院生の前で報告し、研究活動を行
い、再び全学的にそれを報告して、成果をオンライ
ンジャーナル「人間生活文化研究」で発表する、と
いう研究サイクルを体験してもらっている。

4.4.　�学内競争的資金 大学院生研究助成 
―賛助金による若手研究者育成事業―

■資料10

人間生活文化研究所賛助会員　2008ー2018

アサヒグループホールディングス株式会社

株式会社内田洋行　＊

SMBC日興証券株式会社　＊

株式会社大林組

株式会社オカムラ　＊

株式会社オンワードホールディングス　＊

鹿島建設株式会社

株式会社九電工　＊

キユーピー株式会社　＊

清水建設株式会社　＊

ダイダン株式会社 東京本社　＊

東京海上日動火災保険株式会社

東京ケータリング株式会社　＊

戸田建設株式会社

株式会社中村屋

パナソニック株式会社

株式会社日立ビルシステム

富士ゼロックス株式会社　＊

前田建設株式会社　＊

株式会社三井住友銀行　＊

株式会社三越伊勢丹プロパティ･デザイン

三菱地所株式会社　＊

山崎製パン株式会社　＊

（五十音順、敬称略）

＊現在

133Ⅲ　研究成果の発信 ―研究活動を支援し研究者を育てる―


	P133賛助会員_扉
	P113賛助会員

